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安全にお使い頂くために 

－ご注意－ 

◼ 本機の故障、誤動作、不具合あるいは天災や停電等の外的要因によって、通信の機会を逸したため

に生じた損害等の純粋経済損失、及び誤った設定を行ったために生じた損害賠償につきまして、当

社は一切その責任を負いません。 

◼ 通信内容の漏洩や改ざん等による精神的損害・純粋経済損失につきまして、当社は一切その責任を

負いません。 

◼ 本機は日本国内向け技術基準適合証明のみ取得しておりますので、海外では利用できません。 

 

－無線 LAN に関する注意事項（2.4GHz 帯使用の無線機器について）－ 

本機の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器の他、工場の製造ライン等で使用

されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特定小電力無線局（免許を要しな

い無線局）が運用されています。 

◼ 本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運用されていない

ことを確認して下さい。 

◼ 万が一、本機から移動体識別用の構内無線局に対して、電波干渉の事例が発生した場合には、通信

環境・設置環境（混信回避のための処理、パーティションの設置等）をご確認下さい。 

◼ 本機を医療機器や心臓ペースメーカー、植込み型除細動器を装着している人の近くで使用しないで

下さい。医療機器の誤動作の原因となります。 

◼ 本機を電子レンジの近くで使用しないで下さい。 

電子レンジ使用時、電磁波の影響によって本機の無線通信が妨害される恐れがあります。 

◼ 本機の電波の種類と干渉距離については下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

－無線 LAN に関する注意事項（5GHz 帯使用の無線機器について）－ 

5.2/5.3GHz 帯域を屋外で使用することは、電波法によって禁止されています。 

 

2.4  ：2.4GHz 帯を使用する無線設備を示します。 

DS/OF ：DS-SS 方式、及び OFDM 方式を示します。 

4  ：想定される干渉距離が 40m 以下を示します。 

：全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特定小電力無線局」帯域を回避 

  可能なことを示します。 
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－お取り扱い上のご注意－ 

安全に正しくお使い頂き、お客様や財産への損害を防ぐために、以下のマークの記されている項目を

必ずお守り下さい。 

 

 

 

 

⚫ 極めて高い信頼性を要求されるシステム（幹線通信機器、電算機システム、医療シス

テム等）では使用しないで下さい。 

⚫ 本機を医療機器や心臓ペースメーカー、植込み型除細動器を装着している人の近くで

使用しないで下さい。医療機器の誤動作の原因となります。 

⚫ 落雷の恐れがある場合は本機の使用を直ちに中止し、接続されているケーブルを取り

外して下さい。落雷により本機及び本機が接続されている機器の故障、発煙、発火の

可能性があります。なお、落雷等の天災による故障の場合、保障期間内であっても有

償修理となりますので、あらかじめご了承下さい。 

⚫ 本機から煙が出たり異臭が発生した場合等、異常状態のまま使用すると、火災、感電

の原因となります。その際は電源を切り、電源アダプターをコンセントから外して煙

が出なくなる、もしくは異臭が消えることを確認した後、当社へご連絡下さい。 

⚫ 濡れた手で本機の電源アダプターを抜き差ししないで下さい。火災、感電、故障の原

因となります。 

⚫ 本機の電源アダプターのプラグにドライバ等の金属が触れないようにして下さい。火

災、感電、故障の原因となります。 

⚫ 電源アダプターは必ず付属のものを使用し、それ以外のものは絶対に使用しないで下

さい。火災、故障の原因となります。 

⚫ 電源アダプターのコードを傷つけたり、無理な力を加えたり、ものを乗せたりするこ

とはお止め下さい。火災、感電、故障の原因となります。 

⚫ 電源アダプターのプラグとコンセントの間のほこりは定期的（半年に 1 回程度）に取

り除いて下さい。そのまま放置すると火災の原因となります。 

⚫ 電源アダプターを抜き差しする時は、必ず電源アダプター本体を持って行って下さい。

電源アダプターのコードを引っ張るとコードが破損し、火災、感電の原因となります。 

⚫ AC100V の家庭用・商用電源以外では使用しないで下さい。また、たこ足配線をしな

いで下さい。火災、感電、故障の原因となります。 

⚫ 本機を分解・改造しないで下さい。火災、感電、故障の原因となります。また、故障

した場合、保証期間内であっても保証を受けられなくなります。 

⚫ 本機の近くに花瓶や植木鉢、コップ、化粧品、薬品等の液体が入った容器、小さな金

属等を置かないで下さい。これらの異物が本製品の内部に混入した場合、火災、感電、

故障の原因となります。また、本機の内部に水や金属等の異物が混入した場合、すぐ

に本製品の電源を OFF にし、電源アダプターをコンセントから外した後、販売元へ

ご連絡下さい。そのまま使用すると火災、感電の原因となります。 

 

⚫ 本機を不安定な場所に設置したり、本機の上にものを置かないで下さい。バランスが

崩れて倒れたり、落下してケガや本機の故障の原因となります。 

⚫ 本機は屋内用として開発されております。屋外へ設置したり、屋外で使用することは

お止め下さい。雨やほこり等により故障、破損の原因となります。 

⚫ 本機を調理台の近く等、油飛びや湯気のあたるような場所、及びごみやほこりの多い

場所に設置しないで下さい。 

⚫ 本機を高温多湿な場所、直射日光の当たる場所、炎天下の車内、熱器具や加湿器等の

近くで設置・保管・放置しないで下さい。 

！警告 取り扱いを誤った場合、人が死亡あるいは重傷を負う可能性が想定される内容を示します。 

！注意 
取り扱いを誤った場合、人が傷害を負う可能性が想定される内容、及び物的損害の発生が

想定される内容を示します。 

！警告 

！注意 
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本機の動作中は本機内部及び外側が熱くなることがあります。本機のそばにビニール等、

熱により熔けやすいものを置かないで下さい。 

⚫ 本機を他の機器の上に設置しないで下さい。変色、変形の原因となります。 

⚫ 本機の通気孔をふさいだり、重ねて設置しないで下さい。 

⚫ 本機を温度差の激しいところや、結露するような場所へ設置しないで下さい。故障の

原因となります。 

⚫ 本機を長期間ご使用にならないときは、電源アダプターをコンセントから外し、本機

に接続されている各種ケーブルを外して下さい。 

⚫ 本機を長期間無人で使用する際は、必ず定期的に保守/点検を行って下さい。 

⚫ 本機の上に乗らないで下さい。本機が破損し、ケガや感電の原因となります。 

⚫ 本機背面の各コネクタに異物を挿入しないで下さい。感電、故障の原因となります。 

⚫ 本機は磁気を帯びている場所や磁場の発生している場所（テレビ、ラジオ、電子レン

ジ、携帯電話の近く等）に設置しないで下さい。他の機器や本機の動作に影響を及ぼ

すことがあります 

 

－無線 LAN のセキュリティについて－ 

無線 LAN では、LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコン等と無線アクセスポイント

間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという利点があ

ります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物(壁等)を越えて全ての場所に届くため、セキュリティに関する

設定を行っていない場合、以下のような問題が発生する可能性があります。 

◼ 通信内容を盗み見られる。 

悪意ある第三者が電波を故意に傍受し、 

 ・ID やパスワード 

 ・クレジットカード番号等の個人情報 

 ・メールの内容 

等の通信内容を盗み見られる可能性があります。 

◼ 不正に侵入される。 

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

 ・個人情報や機密情報を取り出す。（情報漏洩） 

 ・特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す。（なりすまし） 

 ・傍受した通信内容を書き換えて発信する。（改ざん） 

 ・コンピュータウィルス等を流しデータやシステムを破壊する。（破壊） 

等の行為をされてしまう可能性があります。 

セキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理解した上で、適宜、セキュリティに関する

設定を行い、本機を使用して下さい。 

！注意 
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－その他 無線 LAN に関する留意事項－ 
◼ 無線 LAN が使用する電波は、一般家屋で使用されている木材やガラス等は通過しますが、金属は通過

しません。コンクリートの壁でも内部に金属補強材が使われている場合は通過しません。 

◼ ビル内等の比較的広いフロアであっても、フロア内に金属製パーティション等の遮蔽物がある場合、通

信できないことがあります。 

◼ 本機を使用することにより、テレビ、ラジオ、携帯電話等に雑音が入る場合、以下のように対処して下

さい。 

・本機の設置場所を変える。 

・雑音が入る機器と本機の距離を離す。 

・雑音が入る機器と本機の電源を、それぞれ別の場所から取る。 

◼ 通信速度は無線 LAN 規格で定められたデータ通信速度の最大値であり、実際のデータ通信速度（実効

値）ではありません。 

◼ 無線 LAN の伝送距離や通信速度は、使用環境や周辺環境により大きく変動します。 

 

－電波障害に関する自主規制について－ 

本機はクラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことあります。

この場合は使用者が適切な対策を講ずるよう要求することがあります。 VCCI-A 

 

－商標について－ 

◼ 以下の製品名は米国 Microsoft Corporation の米国、及びその他の国における商標です。 

Microsoft(R) Windows(R) 7 Operating System 

Microsoft(R) Windows(R) 8 Operating System 

Microsoft(R) Windows(R) 10 Operating System 

◼ その他、記載の会社名、及び製品名は各社の商標または登録商標です。 

 

－その他－ 

◼ 本機の仕様や外観、内部のソフトウェア（ファームウェア）については、改良のため予告無しに変更す

ることがあります。 

◼ 本書の内容については、将来予告無く変更することがあります。 

◼ 本書の内容については、万全を期して作成しておりますが、万一ご不明な点や誤り･記載もれなどお気付

きの点がありましたらご連絡下さい。 
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1 はじめに 

1.1 製品の特長 

本機は 2.4GHz 帯と 5GHz 帯の両方に対応した無線 LAN アクセスポイント／ルーターで、以下の 

特長があります。 

◼ 無線 LAN 2.4GHz IEEE 802.11b/g/n に対応。最大通信速度 300Mbps（理論値）の高速通信が可

能。 

◼ 無線 LAN 5GHz IEEE 802.11a/n/ac に対応。最大通信速度 867Mbps（理論値）の高速通信が可能。 

◼ 無線 LAN マルチ SSID 対応。（2.4GHz 最大 5 つ、5GHz 最大 5 つまで設定可能。） 

◼ 10/100/1000Mbps 対応の有線ポートを搭載。（LAN 側 4 ポート／WAN 側 1 ポート。AutoMDI／

MDI-X 対応。） 

◼ ルーター機能の OFF/ON が可能。 
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1.2 各部の名称 

【前面 LED】 

    
 

●  （電源マーク） ： 本機の電源が ON の時に点灯します。 

● USB ： USB メモリ装着時に点灯します。 

● STATUS 1 ： WAN 側の回線状態を表示します。 

 WAN 側 IP 固定の場合 

 設定更新後、点灯 

 WAN 側 DHCP クライアントの場合 

 IP アドレス取得完了時：点灯 

 IP アドレス未取得時  ：消灯 

 WAN 側 PPPoE クライアントの場合 

 PPPoE 接続完了時    ：点灯 

 PPPoE 未接続時      ：消灯 

 3G/LTE クライアントの場合  

 3G/LTE 接続完了時    ：点灯 

 3G/LTE 未接続時     ：消灯 

● STATUS 2 ： （未使用） 

● STATUS 3 ： 本機の動作モードが「アクセスポイント」（ルーター機能無効）

時に点灯します。（STATUS 1、2 は消灯します。） 

● STATUS 4 ： （未使用） 

● 2.4G/5G ： Wi-Fi アクセスポイントの状態を表します。 

（2.4G=2.4GHz 帯、5G=5GHz 帯） 

 Wi-Fi 有効時：点滅 

 Wi-Fi 無効時：消灯 

● LAN（L1～L4） 

WAN 

： 有線 LAN ポート、有線 WAN ポートの状態を表します。 

 リンク確立時 ：点灯 

 データ送受信時 ：点滅 
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【背面 コネクタ類】 

 

 
 

⚫ ANT       ：製品に付属の無線 LAN 用アンテナを接続します 

⚫ DC IN     ：電源アダプターを接続します。 

⚫ WAN    ：有線 WAN ポートです。 

⚫ L1～L4    ：有線 LAN ポートです。 

⚫ Reset        ：本機の設定を工場出荷値に戻す場合、本機の電源が ON の状態で、 

        細い棒等で本ボタンを 5 秒以上長押しして下さい。（ボタンを離すと 

        自動的に本機が再起動を行い、設定が工場出荷値に戻ります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

FGN1000PoE について 

WAN 側ポートが PoE による受電に対応しています。 

本機の WAN 側の機器が IEEE802.3at Power over Ethernet の給電機能を 

有している場合、本ポートを介して受電を行うことができます。 

（Power over Ethernet によって受電を行う場合、電源アダプタは不要です。） 
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1.3  GUIへのアクセスへのアクセス方法 

① 本機背面の「L1～L4 ポート」と PCを RJ-45ケーブルで接続して下さい。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

② PC でブラウザを起動し、アドレス入力欄に「http://192.168.150.1」を入力して下さい。 

 

 
 

PC と RJ-45 ケーブルで接続。 
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下記のようにユーザー名とパスワードの入力画面が表示されますので、下記のユーザー名と 

パスワードを半角英数字で入力して「OK」ボタンをクリックして下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 本機の設定画面（トップ画面／状態表示画面）が表示されます。 

 

 
 

 

  GUIにアクセス出来ない場合の確認事項 

下記を確認して下さい。 

⚫ PC と本機背面の「LAN」ポートが、RJ-45 ケーブルで正しく接続されているか確認 

して下さい。（本機前面の「LAN」LED が点灯していることを確認して下さい。） 

 

初期ユーザー名とパスワードについては、初期値一覧をご確認ください。 
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2 状態表示 

本機の動作状態を表示します。 

左のメニューリストから〔状態表示〕を選択します。 

 

 
 

● システム 

  
 

 

・起動時間 ： 本機が起動してからの経過時間を表示します。 

・ファームウェアバージョン ： ファームウェアバージョンを表示します。 

・ビルド時刻 ： ファームウェアの作成時刻を表示します。 

・CPU ロードアベレージ ： 過去 1/5/15 分間の CPU 負荷と I/O 使用率の指標を表示します。 

・プロセス数 ： 現在、実行されているプロセス数とプロセス総数を表示します。 

・メモリ使用率  ： 総メモリ容量（Total）、使用中メモリ容量（Used）、空きメモ 

リ容量（Free）を表示します。 

・NAPT セッション数 ： 現在、使用されている NAPT セッション数（IP アドレス変換 

処理数）を表示します。 
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● 無線 LAN 1（5 GHz）Root SSID 

 
 

・動作モード ： 無線 LAN の動作モードを表示します。 

・周波数 ： 無線 LAN の周波数を表示します。 

・SSID ： 無線 LAN の SSID を表示します。 

・チャンネル番号 ： 無線 LAN のチャンネル番号を表示します。 

・セキュリティ ： 無線 LAN のセキュリティ（暗号化等）を表示します。 

・BSSID 
： アクセスポイントの BSSID（MAC アドレス）を表示しま

す。 

・接続中のクライアント数 ： 接続中の無線 LAN クライアント数を表示します。 

 

● 無線 LAN1（5 GHz） マルチ SSID1～4 

 

 
 

本機の無線 LAN がアクセスポイントとして動作し、かつ、マルチ SSID 有効時に表示されます。 

「動作モード」と「チャンネル番号」が無い以外、表示項目は 無線 LAN1 Root SSID と同じです。 
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● 無線 LAN2（2.4 GHz）Root SSID 

 
 

 周波数の項目以外は、無線 LAN 1（5 GHz） Root SSID と同じです。 

 

● 無線 LAN2（2.4 GHz）マルチ SSID1～4 

 
 

周波数の項目以外は、無線 LAN 1 マルチ SSID1～4 と同じです。 

 

● LAN ポート(ブリッジ 0) 

 

 

・所属インタフェース ： 各インタフェースの所属グループを表示します。 

・分離対象インタフェース  ： 分離対象のインタフェースを表示します。 

・IP アドレス ： LAN 側の IP アドレスを表示します。 

・サブネットマスク ： サブネットマスクを表示します。 

・DHCP サーバー ： DHCP サーバーの有効／無効を表示します。 

・MAC アドレス ： LAN ポートの MAC アドレスを表示します。 

 

 

● WAN ポート 

 
 

・接続モード ： WAN 側の接続モードを表示します。 

・IP アドレス ： WAN 側の IP アドレスを表示します。 

・サブネットマスク ： サブネットマスクを表示します。 

・デフォルトゲートウェイ ： デフォルトゲートウェイを表示します。 

・MAC アドレス ： WAN ポートの MAC アドレスを表示します。 
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【 補足 1 】WAN 側の接続モード：DHCP クライアント  

 IP アドレス取得中の場合、下記の画面表示となります。 

 

 

 

 

【 補足 2 】WAN 側の接続モード：PPPoE クライアント 

 PPPoE 接続中の場合、下記の画面表示となります。 

 

 

 

 

 PPPoE 切断状態の場合、下記の画面表示となります。 

 

 

 

 

【 補足 3 】WAN 側の接続モード：IP アドレス固定  

 WAN 側との通信可否に関係なく、下記の画面表示となります。 

 

 

 

 

 

【 補足 4 】本機の動作モードが「アクセスポイント（ルーター機能無効）」の場合 

 下記の画面表示となります。※ 

 
 

 

 

 

 ※ アクセスポイントモードの機能詳細は「6 詳細設定 － 動作モード設定（21 ページ）」を

参照して下さい。 
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3 簡単WAN設定 

本機をルーターとして使用する場合の基本的な設定を行います。 

左のメニューリストから〔簡単 WAN 設定〕を選択します。 

 
 

 

 

本機の WAN ポート側に接続する回線（ご契約のブロードバンド回線等）によって、下記パターンの設

定（WAN 側接続モード）があります。 

 

● 既存ルーターの配下に接続する等、IP アドレスの自動取得が可能な環境に設置する場合： 

→「3.1WAN 側接続モード DHCP クライアント」（15 ページ）へ進んで下さい。 

● NTT 東日本／NTT 西日本 フレッツ 光ネクストや B フレッツ、フレッツ・ADSL 等、PPPoE

によるユーザー認証が必要なプロバイダへ接続する場合： 

→「3.2WAN 側接続モード PPPoE クライアント」（16 ページ）へ進んで下さい。 

● 既存ルーターの配下に接続する等し、かつ、LAN 管理者等から固定 IP アドレスを割り当てら

れている場合： 

→「3.3WAN 側接続モード IP アドレス固定」（17 ページ）へ進んで下さい。 

  



 －15－ 

3.1 WAN 側接続モード DHCP クライアント 

 

 
 

● WAN 側接続モード ： 「DHCP クライアント」を選択します。 

● DNS 自動取得 ： プロバイダとの契約資料や既存 LAN の環境に合わせて選択します。 

● DNS 固定設定 ： 「DNS 固定設定」を選択した場合は、「プライマリ DNS」「セカンダリ DNS」

を設定します 

 

設定が完了しましたら「設定保存」ボタンをクリックして下さい。 
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3.2 WAN側接続モード PPPoEクライアント 

 

 
 

● WAN 側接続モード ： 「PPPoE クライアント」を選択します。 

 

● ユーザー名 

● パスワード 

● サービス名 

● DNS 自動取得 

● DNS 固定設定 

 

プロバイダとの契約資料を参照して設定します。 

「DNS 固定設定」を選択した場合は、「プライマリ DNS」「セカンダリ 

DNS」を設定します。※ 

 

設定が完了しましたら「設定保存」ボタンをクリックして下さい。 

 
 

 

 

 

 

  

 ※「サービス名」はプロバイダから指定された場合にのみ設定します。 

（未指定時は空欄にします。） 
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3.3 WAN側接続モード IPアドレス固定  

 

 
 

● WAN 側接続モード ： 「IP アドレス固定」を選択します。 

 

   

● IP アドレス 

● サブネットマスク 

● デフォルトゲートウェイ 

● プライマリ DNS 

● セカンダリ DNS 

 

プロバイダとの契約資料や既存 LAN の環境に合わせて設定し

て下さい。 

 

 

設定が完了しましたら「設定保存」ボタンをクリックして下さい。 
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3.4 「設定保存」ボタンのクリック時 

「設定保存」ボタンをクリックすると、下記の画面が表示されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

すぐに本機を再起動する場合にク

リックして下さい。 

引き続き、他の設定を行う場合にク

リックして下さい。 

 注意事項 

設定内容を実動作に反映させるために、必ず再起動を行う必要があります。 
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4 簡単無線 LAN設定(5GHz) 

「簡単無線 LAN 設定(5GHz)」では、無線 LAN(5GHz)の基本的な設定を行います。 

 

左のメニューリストから〔簡単無線 LAN 設定(5GHz)〕を選択します。 

 
 

● 有効/無効 ： 各 SSID の有効／無効を設定します。 

ルート SSID 無効時は、すべてのマルチ SSID も無効となり

ます。 

● SSID 名 ： SSID を設定します。 

● ブロードキャスト 

 

： SSID をブロードキャスト（同時通報）する場合は「有効」を

選択して下さい。SSID を隠す（ステルス）場合は「無効」を

選択して下さい。 

● クライアント間通信遮断

を有効にする。 

： 有効にするとクライアント間の通信を遮断します。 

● セキュリティ設定画面を

開く 

 

： セキュリティ設定画面を表示します。 
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5 簡単無線 LAN設定(2.4GHz) 

「簡単無線 LAN 設定(5GHz)」では、無線 LAN(2.4GHz)の基本的な設定を行います。 

 

左のメニューリストから〔簡単無線 LAN 設定(2.4GHz)〕を選択します。 

 
 

● 有効/無効 ： 各 SSID の有効／無効を設定します。 

ルート SSID 無効時は、すべてのマルチ SSID も無効となり

ます。 

● SSID 名 ： SSID を設定します。 

● ブロードキャスト 

 

： SSID をブロードキャスト（同時通報）する場合は「有効」を

選択して下さい。SSID を隠す（ステルス）場合は「無効」を

選択して下さい。 

● クライアント間通信遮断

を有効にする。 

： 有効にするとクライアント間の通信を遮断します。 

● セキュリティ設定画面を

開く 

 

： セキュリティ設定画面を表示します。 
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6 詳細設定 － 動作モード設定 

本機の動作モードの設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔動作モード〕を選択します。 

 
 

● ルーター    ：本機をルーターとして利用します。 

● アクセスポイント  ：本機をアクセスポイント（ルーター機能無効）として利用します。 

 

 

 

 

  

 
注意事項 

本項の設定を変更した後、「設定保存」ボタンをクリックすると、直後より再起動が行われます。 

（「今すぐ再起動」・「後で再起動」の確認画面は表示されません） 
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各モード設定時に有効となる機能一覧になります。 

機能 
ルーター 

モード 

アクセスポイント 

モード 

状態表示機能 ○ ○ 

簡単 WAN設定機能 ○ × 

簡単無線 LAN設定(5GHz) ○ ○ 

簡単無線 LAN設定(2.4GHz) ○ ○ 

動作モード設定機能 ○ ○ 

無線 LAN（5GHz）設定機能 ○ ○ 

無線 LAN（2.4GHz）設定機能 ○ ○ 

LAN設定機能 ○ ○ 

WAN設定機能 ○ × 

ブリッジ設定機能 ○ ○ 

有線 LANポート設定機能 ○ ○ 

URLリダイレクト設定 ○ × 

MACフィルタリング機能 ○ × 

URLフィルタリング機能 ○ × 

ルーター宛フィルタリング機能 ○ ○ 

ルーター通過フィルタリング機能 ○ × 

ポートマッピング機能 ○ × 

パケット送受量 統計表示機能 ○ ○ 

システムモニタ機能 ○ ○ 

時刻情報設定 ○ ○ 

定期再起動時刻機能 ○ ○ 

Dos検知設定機能 ○ × 

ネットワークユーティリティ ○ ○ 

システムログ機能 ○ ○ 

USBメモリ ○ ○ 

ファームウェアバージョンアップ機能 ○ ○ 

設定保存・読み込み機能 ○ ○ 

ルータアクセス権限設定 ○ ○ 

ユーザー・パスワード設定 ○ ○ 
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7 詳細設定 － 無線 LAN設定 

本機の無線 LAN の設定を行います。 

7.1 無線 LAN1（5GHz）  

無線 LAN1（5GHz）の設定を行います。 

 

 基本設定 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔無線 LAN 設定〕→〔無線 LAN1(5GHz)〕→〔基本設定〕

を選択します。 

 
 

● 無線 LAN を無効にする ： 無線 LAN を無効にする場合にチェックを入れて下さい。 

● 周波数 ： 無線 LAN で使用する周波数を選択します。 

・5GHz（A＋N＋AC） ： IEEE802.11a/n/ac で通信を行います。 

・5GHz（N＋AC） ： IEEE802.11n 及び IEEE802.11ac で通信を行います。 

・5GHz（A＋N） ： IEEE802.11a 及び IEEE802.11n で通信を行います。 

・5GHz（AC） ： IEEE802.11ac でのみ通信を行います。 

・5GHz（N） ： IEEE802.11n でのみ通信を行います。 

・5GHz（A） ： IEEE802.11a でのみ通信を行います。 

● モード ： 本機の無線 LAN モードを選択します。 

● Root SSID ： SSID を設定します。 

● 802.11n チャンネル幅 ： IEEE802.11n/ac で通信を行う際の周波数帯域を選択します。 

・20MHz ： 20MHz の帯域幅で通信を行います。 

・40MHz ： 40MHz の帯域幅で通信を行います。 

・80MHz ： 80MHz の帯域幅で通信を行います。 

● 802.11n 拡張チャンネル ： 周波数 5GHz の帯域では「自動」のみの動作になります。 

● チャンネル番号 ： 無線 LAN のチャンネル番号を選択します。 

   

● ブロードキャスト SSID 

 

： SSID をブロードキャスト（同時通報）する場合は「有効」を

選択して下さい。SSID を隠す（ステルス）場合は「無効」を

選択して下さい。 
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● 帯域（伝送速度） ： 無線 LAN の伝送速度を選択します。 

● 送信速度制限（Mbps） ： 本機の送信速度を制限します。 

● 受信速度制限（Mbps） ： 本機の受信速度を制限します。 

● 接続クライアント 

 

： Root SSID に接続している無線 LAN クライアントの情報を

表示します。 

● マルチ SSID ： マルチ SSID 設定画面を表示します。 
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7.1.1.1 マルチ SSID 設定 

無線 LAN のマルチ SSID 設定（wlan1）を行います。 

前項画面の「無線 LAN 基本設定-wlan1」→〔マルチ SSID〕を選択します。 

 

● 有効 ： チェックを入れるとマルチ SSID が有効になります。 

● 周波数 ： 無線 LAN で使用する周波数を選択します。 

・5GHz（A＋N＋AC） ： IEEE802.11a/n/ac で通信を行います。 

・5GHz（N＋AC） ： IEEE802.11n 及び IEEE802.11ac で通信を行います。 

・5GHz（A＋N） ： IEEE802.11a 及び IEEE802.11n で通信を行います。 

・5GHz（AC） ： IEEE802.11ac でのみ通信を行います。 

・5GHz（N） ： IEEE802.11n でのみ通信を行います。 

・5GHz（A） ： IEEE802.11a でのみ通信を行います。 

● SSID1～4 ： SSID を設定します。 

● 帯域（伝送速度） ： 無線 LAN の伝送速度を選択します。 

● ブロードキャスト SSID ： SSID をブロードキャスト（同時通報）する場合は「有効」を

選択して下さい。 

● 送信速度制限（Mbps） ： 無線接続クライアントの送信速度を制限します。 

● 受信速度制限（Mbps） ： 無線接続クライアントの受信速度を制限します。 

● 接続クライアント ： SSID1～4 に接続している無線 LAN クライアントの情報を表

示します。 
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7.1.1.2 無線 LAN接続クライアント表示 

本機の無線 LAN アクセスポイントに接続している無線 LAN クライアントの情報を表示します。 

Root SSID 接続クライアントは「無線 LAN 基本設定-wlan1」→〔表示〕を選択します。 

 
マルチ SSID 接続クライアントは「無線 LAN マルチ SSID 設定」→〔表示〕を選択します。 

 
 

● MAC アドレス ： 無線 LAN クライアントの MAC アドレスを表示します。 

● 周波数 ： 無線 LAN クライアントの周波数を表示します。 

● 送信パケット数 ： 無線 LAN クライアントの送信パケット数を表示します。 

● 受信パケット数 ： 無線 LAN クライアントの受信パケット数を表示します。 

● 速度（Mbps） ： 無線 LAN クライアントの送信速度を表示します。 

● 省電力 ： 無線 LAN クライアントの省電力モードを表示します。 

（yes：省電力有効／no：省電力無効） 

● 有効期間（秒） ： 無線 LAN クライアントの有効期間を表示します。 

● 電波強度 ： 無線 LAN クライアントの電波強度を表示します。 
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 セキュリティ設定 

無線 LAN1 のセキュリティ設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔無線 LAN 設定〕→〔無線 LAN1(5GHz)〕→〔セキュリ

ティ設定〕を選択します。 

 

● 設定を行う SSID ： セキュリティ設定を行う SSID を選択します。 

● 暗号モード ： 前項で選択した SSID の暗号モードを選択します。 

・無効 ： 暗号モードを無効にします。 

・WEP ： 暗号モードを「WEP」に設定します。 

・WPA ： 暗号モードを「WPA」に設定します。 

・WPA2 ： 暗号モードを「WPA2」に設定します。 

・WPA-Mixed ： 暗号モードを「WPA」「WPA2」混在させる場合に設定

します。 
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7.1.2.1 暗号モード WEP 

暗号モードで「WEP」を選択した場合の設定を行います。 

 
● 認証方式 ： WEP の認証方式を選択します。変更の必要がない場合は「自

動」のまま使用して下さい。 

・オープンシステム ： Open System（オープンシステム）認証を行います。 

・共有キー ： Shared Key（共有キー）認証を行います。 

・自動 ： 接続相手に応じて、Open System（オープンシステム）認証か

Shared Key（共有キー）認証のどちらか片方を行います。 

● 暗号化キーの長さ ： 暗号化キーの長さを選択します。 

・64bit ： 文字列で 5 文字（半角英数字/記号）、16 進数で 10 文字（半角

0～9、半角 a～f）の暗号キーを設定できます。 

・128bit ： 文字列で 13 文字（半角英数字/記号）、16 進数で 26 文字（半

角 0～9、半角 a～f）の暗号キーを設定できます。 

● 暗号キーのフォーマット ： 暗号キーの形式を選択します。 

・文字列(ASCII)で設定 ： 暗号キーを文字列で設定します。 

・16 進数(Hex)で設定 ： 暗号キーを 16 進数で設定します。 

● 暗号キー ： 暗号キーを設定します。「暗号キーの長さ」、「暗号キーのフォ

ーマット」に合わせて任意の暗号キーを設定して下さい。 
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7.1.2.2 暗号モード WPA/WPA2/WPA-Mixed（事前共有キー） 

暗号モードで「WPA」、「WPA2」、「WPA-Mixed」（事前共有キー）を選択した場合の設定を 

行います。 

 
 

● WPA 暗号化方式 ： WPA の暗号化方式を選択します。 

● WPA2 暗号化方式 ： WPA2 の暗号化方式を選択します。 

・TKIP ： 一定時間毎にキーを更新し、通信の確認/認証を行います

ので 1 つの暗号キーを長時間共有する WEP よりも安全

な通信を行うことが可能です。 

・AES ： TKIP よりも高度な暗号を用います。 

● 事前共有キー フォーマット ： 事前共有キーの形式を選択します。 

・文字列(ASCII)で設定 ： 暗号キーを文字列で設定します。 

・16 進数(Hex)で設定 ： 暗号キーを 16 進数で設定します。 

● 事前共有キー ： 「事前共有キー フォーマット」に合わせて任意の共有キ

ーを設定して下さい。 
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7.1.2.3 暗号モード WPA/WPA2/WPA-Mixed（RADIUS認証） 

      暗号モードで「WPA」、「WPA2」、「WPA-Mixed」（RADIUS 認証）を選択した場合の設定を 

行います。 

 
● RADIUS サーバーの IP アドレス ： RADIUS サーバーの IP アドレスを設定して下さい。 

● RADIUS サーバーのポート番号 ： RADIUS サーバーのポート番号を設定して下さい。 

● RADIUS サーバーのパスワード ： RADIUS サーバーのパスワードを設定して下さい。 
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 拡張設定 

無線 LAN の拡張設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔無線 LAN 設定〕→〔無線 LAN1(5GHz)〕→〔拡張設定〕を

選択します。 

 
● フラグメント 

しきい値 

： フラグメント（分割）するパケットサイズを設定します。設定値よりも大き

なサイズのパケットを送信する場合、設定値のサイズにフラグメントして送

信します。 

● RTS しきい値 ： RTS（Request To Send・送信要求）信号を送信するパケットサイズを設定し

ます。設定値よりも大きなサイズのパケットを送信する場合、RTS 信号を送

信します。 

● ビーコン間隔 ： 無線電波の送出間隔を設定します。ビーコン間隔を小さくすると、無線 LAN

クライアントとの接続効率は上がりますが、通信効率は下がります。 

● クライアント間 

通信遮断 

： 無線 LAN クライアント間の通信を遮断します。 

● IAPP ： 無線 LAN クライアントが移動した等で無線 LAN の電波到達範囲外になっ

た場合でも、IP アドレスを維持したまま無線 LAN に再接続することができ

ます。 

● プロテクション ： 無線 LAN クライアントとの通信に RTS/CTS フロー制御を行う場合、有効に

設定します。 

● Aggregation ： 複数のパケット群のグループ化と、帯域増加のための送信を有効化します。 

● Short GI ： Short GI（Short Guard Interval）を設定します。Short GI を使用すること

でデータ通信の効率を上げることができますが、反射波の影響を受けやすく

なり、データ通信全体のスループットに影響を与える場合があります。 

● RF 送信出力 ： 通信出力を設定します。 

 

  



 －32－ 

 アクセス制御設定 

無線 LAN のアクセス制御設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔無線 LAN 設定〕→〔無線 LAN1(5GHz)〕→〔アクセス 

制設定〕を選択します。 

 
● 無線 LAN アクセス制御モード ： 無線 LAN クライアントの MAC アドレスによるアクセス 

制御モードを選択します。 

・無効 ： MAC アドレスによるアクセス制御を行いません。 

・登録した MAC アドレス 

アクセス許可 

： 無線 LAN 接続を許可する MAC アドレスを登録します。 

登録されていない MAC アドレスからの無線 LAN 接続を拒 

否します。 

・登録した MAC アドレス  

アクセス拒否 

： 無線 LAN 接続を拒否する MAC アドレスを登録します。 

登録されていない MAC アドレスからの無線 LAN 接続を許 

可します。 

● MAC アドレス ： アクセス制御を行う MAC アドレスを設定します。 

● コメント ： 登録する MAC アドレスに関する情報を設定します。（任意） 

 

MAC アドレス、コメント入力後、「リストへ登録・設定保存」ボタンをクリックすると、「MAC アド

レス登録リスト」へ登録されます。 
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 スケジュール設定 

無線 LAN スケジュール設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔無線 LAN 設定〕→〔無線 LAN1(5GHz)〕→〔スケジュール

設定〕を選択します。 

 
 

 

 

 

 

● スケジュール機能

を有効にする 

： スケジュール機能を有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

 

● 有効 ： チェックを入れると該当行のスケジュールが有効になります。 

● 曜日 ： 無線 LAN を有効化する曜日を選択します。 

● 開始時刻、終了時刻 ： 開始時刻、終了時刻の（時）（分）を選択します。 

 

  

 本機能を利用する場合は、必ず「時刻情報・タイマー再起動設定」画面で「NTP クライアント機能を有

効にする」設定を行って下さい。 

「10.3 時刻情報設定（74 ページ）」を参照下さい 
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 サイトサーベイ 

他の無線 LAN アクセスポイントの状況を表示します。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔無線 LAN 設定〕→〔無線 LAN1(5GHz)〕→〔サイトサー 

ベイ〕を選択します。 

 
画面内の「再読み込み」ボタンをクリックすることで、本機付近の他の無線 LAN アクセスポイント 

の状況が表示されます。 
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7.2 無線 LAN2（2.4GHz） 

無線 LAN2（2.4GHz）の設定を行います。 

 基本設定 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔無線 LAN 設定〕→〔無線 LAN2(2.4GHz)〕→〔基本 

設定〕を選択します。 

 
● 無線LANを無効にする ： 無線 LAN を無効にする場合にチェックを入れて下さい。 

● 周波数 ： 無線 LAN で使用する周波数を選択します。 

・2.4GHz（B＋G＋N） ： IEEE802.11b/g/n で通信を行います。 

・2.4GHz（G＋N） ： IEEE802.11g 及び IEEE802.11n で通信を行います。 

・2.4GHz（B＋G） ： IEEE802.11b 及び IEEE802.11g で通信を行います。 

・2.4GHz（N） ： IEEE802.11n でのみ通信を行います。 

・2.4GHz（G） ： IEEE802.11g でのみ通信を行います。 

・2.4GHz（B） ： IEEE802.11b でのみ通信を行います。 

● モード ： 本機の無線 LAN モードを選択します。 

● Root SSID ： SSID を設定します。 

● 802.11n チャンネル幅 ： IEEE802.11n で通信を行う際の周波数帯域を選択します。 

・20MHz ： 20MHz の帯域で通信を行います。 

・40MHz ： 40MHz の帯域で通信を行います。 

● 802.11n 拡張チャンネル ： IEEE802.11n の拡張チャンネルを選択します。 

（802.11n チャンネル幅）で「40MHz」、（チャンネル番号）を

「Auto」以外を選択した場合に選択できます。 

● チャンネル番号 ： 無線 LAN のチャンネル番号を選択します。 

● ブロードキャスト SSID ： SSID をブロードキャスト（同時通報）する場合は「有効」を選

択して下さい。SSID を隠す（ステルス）場合は「無効」を選択

して下さい。 

● 帯域（伝送速度） ： 無線 LAN の伝送速度を選択します。 

● 送信速度制限（Mbps） ： 無線接続クライアントの送信速度を制限します。 

● 受信速度制限（Mbps） ： 無線接続クライアントの受信速度を制限します。 
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● 接続クライアント ： Root SSID に接続している無線 LAN クライアントの情報を表

示します。 

● マルチ SSID ： マルチ SSID 設定画面を表示します。 

 

  



 －37－ 

7.2.1.1 マルチ SSID 設定 

無線 LAN のマルチ SSID 設定（wlan2）を行います。 

前項画面の「無線 LAN 基本設定-wlan2」→〔マルチ SSID〕を選択します。 

 
 

● 有効 ： チェックを入れるとマルチ SSID が有効になります。 

● 周波数 ： 無線 LAN で使用する周波数を選択します。 

・2.4GHz（B＋G＋N） ： IEEE802.11b /g/n で通信を行います。 

・2.4GHz（G＋N） ： IEEE802.11g 及び IEEE802.11n で通信を行います。 

・2.4GHz（B＋G） ： IEEE802.11b 及び IEEE802.11g で通信を行います。 

・2.4GHz（N） ： IEEE802.11n でのみ通信を行います。 

・2.4GHz（G） ： IEEE802.11g でのみ通信を行います。 

・2.4GHz（B） ： IEEE802.11b でのみ通信を行います。 

● SSID1～4 ： SSID を設定します。 

● 帯域（伝送速度） ： 無線 LAN の伝送速度を選択します。 

● ブロードキャスト SSID ： SSID をブロードキャスト（同時通報）する場合は「有効」を 

選択して下さい。 

● 送信速度制限（Mbps） ： 無線接続クライアントの送信速度を制限します。 

● 受信速度制限（Mbps） ： 無線接続クライアントの受信速度を制限します。 

● 接続クライアント ： SSID1～4 に接続している無線 LAN クライアントの情報を表

示します。 
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7.2.1.2 無線 LAN接続クライアント表示 

本機の無線 LAN アクセスポイントに接続している無線 LAN クライアントの情報を表示します。 

Root SSID 接続クライアントは「無線 LAN 基本設定-wlan2」→〔表示〕を選択します。 

 
 

マルチ SSID 接続クライアントは「無線 LAN マルチ SSID 設定」→〔表示〕を選択します。 

 

● MAC アドレス ： 無線 LAN クライアントの MAC アドレスを表示します。 

● 周波数 ： 無線 LAN クライアントの周波数を表示します。 

● 送信パケット数 ： 無線 LAN クライアントの送信パケット数を表示します。 

● 受信パケット数 ： 無線 LAN クライアントの受信パケット数を表示します。 

● 速度（Mbps） ： 無線 LAN クライアントの送信速度を表示します。 

● 省電力 ： 無線 LAN クライアントの省電力モードを表示します。 

（yes：省電力有効／no：省電力無効） 

● 有効期間（秒） ： 無線 LAN クライアントの有効期間を表示します。 

● 電波強度 ： 無線 LAN クライアントの電波強度を表示します。 
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 セキュリティ設定 

無線 LAN2 のセキュリティ設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔無線 LAN 設定〕→〔無線 LAN2(2.4GHz)〕→〔セキュリ 

ティ設定〕を選択します。 

 
 

● 設定を行う SSID：セキュリティ設定を行う SSID を選択します。 

● 暗号モード：前項で選択した SSID の暗号モードを選択します。 

・無効 ： 暗号モードを無効にします。 

・WEP ： 暗号モードを「WEP」に設定します。 

・WPA ： 暗号モードを「WPA」に設定します。 

・WPA2 ： 暗号モードを「WPA2」に設定します。 

・WPA-Mixed ： 暗号モードを「WPA」「WPA2」混在させる場合に設定します。 
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7.2.2.1 暗号モード WEP 

暗号モードで「WEP」を選択した場合の設定を行います。 

 

 
 

● 認証方式 ： WEP の認証方式を選択します。変更の必要がない場合は「自

動」のまま使用して下さい。 

・オープンシステム ： Open System（オープンシステム）認証を行います。 

・共有キー ： Shared Key（共有キー）認証を行います。 

・自動 ： 接続相手に応じて、Open System（オープンシステム）認証

か Shared Key（共有キー）認証のどちらか片方を行います。 

● 暗号化キーの長さ ： 暗号化キーの長さを選択します。 

・64bit ： 文字列で 5 文字（半角英数字/記号）、16 進数で 10 文字（半

角 0～9、半角 a～f）の暗号キーを設定できます。 

・128bit ： 文字列で 13 文字（半角英数字/記号）、16 進数で 26 文字（半

角 0～9、半角 a～f）の暗号キーを設定できます。 

● 暗号キーのフォーマット ： 暗号キーの形式を選択します。 

・文字列(ASCII)で設定 ： 暗号キーを文字列で設定します。 

・16 進数(Hex)で設定 ： 暗号キーを 16 進数で設定します。 

● 暗号キー ： 暗号キーを設定します。「暗号キーの長さ」、「暗号キーのフ

ォーマット」に合わせて任意の暗号キーを設定して下さい。 
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7.2.2.2 暗号モード WPA/WPA2/WPA-Mixed（事前共有キー） 

暗号モードで「WPA」、「WPA2」、「WPA-Mixed」を選択した場合の設定を行います。 

 
 

 

● WPA 暗号化方式 ： WPA の暗号化方式を選択します。 

● WPA2 暗号化方式 ： WPA2 の暗号化方式を選択します。 

 TKIP ： 一定時間毎にキーを更新し、通信の確認/認証を行います

ので 1 つの暗号キーを長時間共有する WEP よりも安全

な通信を行うことが可能です。 

 AES ： TKIP よりも高度な暗号を用います。 

● 事前共有キー フォーマット ： 事前共有キーの形式を選択します。 

 文字列(ASCII)で設定 ： 暗号キーを文字列で設定します。 

 16 進数(Hex)で設定 ： 暗号キーを 16 進数で設定します。 

● 事前共有キー ： 「事前共有キー フォーマット」に合わせて任意の共有

キーを設定して下さい。 
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7.2.2.3 暗号モード WPA/WPA2/WPA-Mixed（RADIUS認証） 

暗号モードで「WPA」、「WPA2」、「WPA-Mixed」（RADIUS 認証）を選択した場合の設定を 

行います。 

 
● RADIUS サーバーの IP アドレス ： RADIUS サーバーの IP アドレスを設定して下さい。 

● RADIUS サーバーのポート番号 ： RADIUS サーバーのポート番号を設定して下さい。 

● RADIUS サーバーのパスワード ： RADIUS サーバーのパスワードを設定して下さい。 
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 拡張設定 

無線 LAN の拡張設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔無線 LAN 設定〕→〔無線 LAN2(2.4GHz)〕→〔拡張設定〕

を選択します。 

 
 

● フラグメント 

しきい値 

： フラグメント（分割）するパケットサイズを設定します。設定値よりも大き

なサイズのパケットを送信する場合、設定値のサイズにフラグメントして送

信します。 

 

● RTS しきい値 ： RTS（Request To Send・送信要求）信号を送信するパケットサイズを設定し

ます。設定値よりも大きなサイズのパケットを送信する場合、RTS 信号を送

信します。 

 

● ビーコン間隔 ： 無線電波の送出間隔を設定します。ビーコン間隔を小さくすると、無線 LAN

クライアントとの接続効率は上がりますが、通信効率は下がります。 

 

● クライアント間 

通信遮断 

： 無線 LAN クライアント間の通信を遮断します。 

● IAPP ： 無線 LAN クライアントが移動した等で無線 LAN の電波到達範囲外になっ

た場合でも、IP アドレスを維持したまま無線 LAN に再接続することができ

ます。 

 

● プロテクション ： 無線 LAN クライアントとの通信に RTS/CTS フロー制御を行う場合、有効に

設定します。 

 

● Aggregation ： 複数のパケット群のグループ化と、帯域増加のための送信を有効化します。 

 

● Short GI ： Short GI（Short Guard Interval）を設定します。Short GI を使用すること

でデータ通信の効率を上げることができますが、反射波の影響を受けやすく

なり、データ通信全体のスループットに影響を与える場合があります。 

 

● RF 送信出力 ： 通信出力を設定します。 
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 アクセス制御設定 

無線 LAN のアクセス制御設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔無線 LAN 設定〕→〔無線 LAN2(2.4GHz)〕→〔アクセス制

御設定〕を選択します。 

 
 

● 無線 LAN アクセス制御モード ： 無線 LAN クライアントの MAC アドレスによるアクセス 

制御モードを選択します。 

・無効 ： MAC アドレスによるアクセス制御を行いません。 

・登録した MAC アドレス  

アクセス許可 

： 無線 LAN 接続を許可する MAC アドレスを登録します。登

録されていない MACアドレスからの無線LAN 接続を拒否

します。 

・登録した MAC アドレス 

   アクセス拒否 

： 無線 LAN 接続を拒否する MAC アドレスを登録します。登

録されていない MACアドレスからの無線LAN 接続を許可

します。 

● MAC アドレス ： アクセス制御を行う MAC アドレスを設定します。 

● コメント ： 登録する MAC アドレスに関する情報を設定します。（任意） 

 

MAC アドレス、コメント入力後、「リストへ登録・設定保存」ボタンをクリックすると、「MAC アド

レス登録リスト」へ登録されます。 
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 スケジュール設定 

無線 LAN スケジュール設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔無線 LAN 設定〕→〔無線 LAN2(2.4GHz)〕→〔スケジュー

ル設定〕を選択します。 

 
 

 

 

 

 

 

● スケジュール機能

を有効にする 

： スケジュール機能を有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

● 有効 ： チェックを入れると該当行のスケジュールが有効になります。 

● 曜日 ： 無線 LAN を有効化する曜日を選択します。 

● 開始時刻、終了時刻 ： 開始時刻、終了時刻の（時）（分）を選択します。 

 

 

 

  

 本機能を利用する場合は、必ず「時刻情報設定」画面で「NTP クライアント機能を有効にする」設定を

行って下さい。 

「10.3 時刻情報設定（74 ページ）」を参照下さい。 
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 サイトサーベイ 

他の無線 LAN アクセスポイントの状況を表示します。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔無線 LAN 設定〕→〔無線 LAN2(2.4GHz)〕→〔サイトサー

ベイ設定〕を選択します。 

 
  画面内の「再読み込み」ボタンをクリックすることで、本機付近の他の無線 LAN アクセスポイント

の状況が表示されます。  
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8 ネットワーク設定 

本機のネットワーク設定を行います。 

8.1 LAN設定 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ネットワーク設定〕→〔LAN 設定〕を選択します。 

 
●IP アドレス ： 本機の LAN 側 IP アドレスを設定します。 

●サブネットマスク ： 本機の LAN 側サブネットマスクを設定します。 

 

 

 

 

 

 

― DHCP サーバー設定 ― 

● DHCP サーバー ： 本機の DHCP サーバーを使用する場合「有効」を選択します。 

● 付与 IP アドレス範囲 ： DHCP サーバーが付与する IP アドレスの範囲（先頭 IP アドレスと

終了 IP アドレス）を設定します。 

● クライアント表示 ： DHCP サーバーから IP アドレスを取得しているクライアントの情

報を表示します。 

● 固定 IP アドレス付与設定 ： DHCP サーバー 固定 IP アドレス付与設定画面を表示します。 

● リース期限 ： 付与する IP アドレスのリース期限を設定します。 

● ドメイン名 ： 付与するドメイン名を設定します。 

 

  

 
注意事項 

IP アドレスの変更後に「設定保存」ボタンをクリックすると、直後より再起動が行われます。 

（「今すぐ再起動」・「後で再起動」の確認画面は表示されません） 
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 DHCP サーバーのクライアント表示 

DHCP サーバーから IP アドレスを取得しているクライアントの情報を表示します。 

前項画面の「LAN 設定」内の「クライアント表示」をクリックします。 

 
● IP アドレス ： DHCP サーバーから取得した IP アドレスを表示します。 

● MAC アドレス ： クライアントの MAC アドレスを表示します。 

● リース期限残（秒） ： リース期限の残り時間（秒）を表示します。 
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 DHCP サーバー固定 IPアドレス付与設定 

クライアントの MAC アドレス情報によって、常に同じ IP アドレス（固定 IP アドレス）を付与する

ための設定を行います。 

前項画面の「LAN 設定」内の「固定 IP アドレス付与設定」をクリックします。 

 
 

● DHCPサーバー固定 IPアド

レス付与を有効にする 

： 固定 IPアドレス付与を有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

● IP アドレス ： 付与する IP アドレスを設定します。 

● MAC アドレス ： 固定 IP アドレスを付与する対象 MAC アドレスを設定します。 

● コメント ： 登録する MAC アドレスに関する情報を設定します。（任意） 

 

IP アドレス、MAC アドレス、コメント入力後、「リストへ登録・設定保存」ボタンをクリックすると、

「DHCP サーバー 固定 IP 付与リスト」へ登録されます。 
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 802.1d Spanning Tree 設定 

LAN の 802.1d Spanning Tree の設定を行います。 

前項画面の「LAN 設定」内の「802.1d Spanning Tree」の項目になります。 

 
 

802.1d Spanning Tree：LAN ポートのループ接続を防ぐ場合は、有効に設定を行います。 
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8.2 WAN設定 

本機の WAN 設定を行います。 

WAN 側接続モードによって、3 パターンの設定があります。 

 WAN側接続モード DHCP クライアント 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ネットワーク設定〕→〔WAN 設定〕を選択します。 

 
 

● WAN 側接続モード ： 「DHCP クライアント」を選択します。 

●ホスト名 ： プロバイダとの契約資料や、既存 LAN の環境において、ホスト

名の設定が必要な場合にのみ、設定します。 

●MTU ： MTU を設定します.通常、変更する必要はありません。値を変更

する場合はプロバイダへ確認して頂くか、既存の LAN 環境に合

わせる等して下さい。 

● DNS 自動取得／DNS 固定設定 ： プロバイダとの契約資料や、既存 LAN の環境に合わせて設定し

ます。（工場出荷値：自動取得）「DNS 固定設定」を選択した場

合は、「プライマリ DNS」「セカンダリ DNS」を設定します。 

● UPnP を有効にする ： UPnP を有効にする場合にチェックを入れます。 

● IGMP Proxy を有効にする ： IGMP Proxy を有効にする場合にチェックを入れます。 

● WAN 側からの ping に応答を返

す 

： WAN（インターネット）側からの Ping に応答を返す場合にチェ

ックを入れます。※1 

● WAN 側から設定画面へのログ

オンを許可する 

： WAN 側から設定画面へのログオンを許可する場合にチェックを

入れます。※1 

● IPsec パススルーを有効にする ： IPsec パススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 

● PPTP パススルーを有効にする ： PPTP パススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 

● L2TP パススルーを有効にする ： L2TP パススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 

● IPv6 パススルーを有効にする ： IPv6 パススルーを有効にする場合にチェックを入れます。  
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 ※1：これらの設定は、本画面ではチェックなし（無効）となっていますが、受信パケットフィルタリング

設定において、特定 IP アドレスのみ許可することができます。 

※2：VPN パススルーを有効にしても、通過パケットフィルタリング設定において関連する通信（IPSec パ

ススルーUDP500 番、PPTP パススルーTCP1723 番、L2TP パススルーUDP1701 番）を遮断するエ

ントリを登録した場合、VPN パススルーは機能しません。 

（通過パケットフィルタリング設定が優先されます。） 
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 WAN側接続モード PPPoEクライアント 

「 WAN 設定」内の「 WAN 接続モード」を（ PPPoE クライアント）に選択します。

 
● WAN 側接続モード ： 「PPPoE クライアント」を選択します。 

● ユーザー名 ：  プロバイダとの契約資料を参照して設定します。「DNS 固定

設定」を選択した場合は、「プライマリ DNS」「セカンダリ

DNS」を設定します。「サービス名」はプロバイダから指定さ

れた場合にのみ、設定します。（未指定時は空欄にします。） 

● パスワード ： 

●サービス名 ： 

● DNS 自動取得 ： 

● DNS 固定設定 ： 

● MTU ： MTU を設定します.通常、変更する必要はありません。値を変更

する場合はプロバイダへ確認して頂くか、既存の LAN 環境に合

わせる等行って下さい。 

● UPnP を有効にする ： UPnP を有効にする場合にチェックを入れます。 

● IGMP Proxy を有効にする ： IGMP Proxy を有効にする場合にチェックを入れます。 

● WAN 側からの ping に応答を返

す 

： WAN（インターネット）側からの Ping に応答を返す場合にチェ

ックを入れます。※1 

● WAN 側から設定画面へのログ

オンを許可する 

： WAN 側から設定画面へのログオンを許可する場合にチェックを

入れます。※1 

● IPsec パススルーを有効にする ： IPsec パススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 

● PPTP パススルーを有効にする ： PPTP パススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 

● L2TP パススルーを有効にする ： L2TP パススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 

● IPv6 パススルーを有効にする ： IPv6 パススルーを有効にする場合にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1：これらの設定は、本画面ではチェックなし（無効）となっていますが、受信パケットフィルタリング        

設定において、特定 IP アドレスのみ許可することができます。 

※2：VPN パススルーを有効にしても、通過パケットフィルタリング設定において関連する通信（IPSec パ

ススルーUDP500 番、PPTP パススルーTCP1723 番、L2TP パススルーUDP1701 番）を遮断するエ

ントリを登録した場合、VPN パススルーは機能しません。 

（通過パケットフィルタリング設定が優先されます。） 
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 WAN側接続モード IPアドレス固定 

「WAN 設定」内の「WAN 接続モード」を（IP アドレス固定）に選択します。 

 
 

● WAN 側接続モード ： 「IP アドレス固定」を選択します。 

● IP アドレス ：  

プロバイダとの契約資料を参照して設定します。 ● サブネットマスク ： 

● デフォルトゲートウェイ ： 

● MTU ： MTU を設定します通常、変更する必要はありません。値を変更

する場合はプロバイダへ確認して頂くか、既存の LAN 環境に合

わせる等行って下さい。 

● UPnP を有効にする ： UPnP を有効にする場合にチェックを入れます。 

● IGMP Proxy を有効にする ： IGMP Proxy を有効にする場合にチェックを入れます。 

● WAN 側からの ping に応答を返

す 

： WAN（インターネット）側からの Ping に応答を返す場合にチェ

ックを入れます。※ 1 

● WAN 側から設定画面へのログ

オンを許可する 

： WAN 側から設定画面へのログオンを許可する場合にチェックを

入れます。※ 1 

● IPsec パススルーを有効にする ： IPsec パススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※ 2 

● PPTP パススルーを有効にする ： PPTP パススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※ 2 

● L2TP パススルーを有効にする ： L2TP パススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※ 2 

● IPv6 パススルーを有効にする ： IPv6 パススルーを有効にする場合にチェックを入れます。 

 
 

  

 ※1：これらの設定は、本画面ではチェックなし（無効）となっていますが、受信パケットフィルタリング        

設定において、特定 IP アドレスのみ許可することができます。 

※2：VPN パススルーを有効にしても、通過パケットフィルタリング設定において関連する通信（IPSec パ

ススルーUDP500 番、PPTP パススルーTCP1723 番、L2TP パススルーUDP1701 番）を遮断するエ

ントリを登録した場合、VPN パススルーは機能しません。 

（通過パケットフィルタリング設定が優先されます。） 
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8.3 ブリッジ設定 

各インタフェースを分離する設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ネットワーク設定〕→〔ブリッジ設定〕を選択します。 

 
● インタフェース設定 ： 各インタフェースのグループを設定します。 

・インタフェース ： 本機のインタフェースを表示しています。 

・グループ ： グループ化するブリッジ 0～3（最大 4 グループ）を選択します。 

・分離 ： 分離するインタフェースにチェックを入れます。 

● グループ設定 ： 各グループのインタフェースと分離状態を表示します。※ 

・グループ ： 各グループのインタフェースを表示します。 

  ・所属インタフェース ： グループされたインタフェースを表示します。 

・一括分離 ： 「有効」を選択すると選択したグループ内のインタフェース間との

通信が分離されます。 

 

 

 

 

 

■ 補足説明 

「分離」とは、指定したインタフェースとその他インタフェース間との通信を分離（遮断）する 

機能です。 

 

  

 ※アクセスポイントモード時に選択できるグループは「ブリッジ 0」のみとなります。 

（ブリッジ 1～3 は選択できません） 
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8.4 ブリッジ IP設定 

ブリッジ IP 設定を行います。ブリッジ設定の後、グループごとに異なるネットワークアドレスを割り当

てることができます。 

  IPアドレス設定 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ネットワーク設定〕→〔ブリッジ IP 設定〕を選択 

します。 

 
● ブリッジ 0 IP アドレス ： 本機のブリッジ 0 IP アドレスを表示します。 

● ブリッジ 0サブネットマスク ： 本機のブリッジ 0 サブネットマスクを表示します。 

● ブリッジ 1～3 IP 有効化 ： ブリッジ 1～3 の IP アドレスを有効にする場合にチェック

を入れます。 
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  ブリッジ DHCP サーバー設定 

    前項のブリッジ IP 設定内のブリッジ DHCP サーバー設定を表示します。 

 
・DHCP サーバー ： ブリッジ 1～3 DHCP サーバーを有効にする場合に「有効」

を選択します。 

    ・付与 IP アドレス範囲 ： ブリッジ 1～3 DHCP サーバーが付与する IP アドレスの範

囲（先頭 IP アドレスと終了 IP アドレス）を設定します。 

・クライアント表示 ： ブリッジ 1～3 DHCP サーバーから IP アドレスを取得して

いるクライアントの情報を表示します。 

・固定 IP アドレス付与設定 ： ブリッジ 1～3DHCP サーバー 固定 IP アドレス付与設定画

面を表示します。 

・リース期限 ： ブリッジ 1～3 DHCP サーバーから付与する IP アドレスの

リース期限を設定します。 

・ドメイン名 ： ブリッジ 1～3 DHCP サーバーから付与するドメイン名を設

定します。（任意） 
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8.5 VLAN設定 

各インタフェースの VLAN 設定を行います。異なる VID を設定することでポート間の通信の制御を行

います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ネットワーク設定〕→〔VLAN 設定〕を選択します。 

 
 

● VLAN を有効にする ： VLAN を有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

● 有効 ： 各ポートの VLAN を有効にする場合、チェックを入れて

ください。 

● 有線/無線ポート ： 各ポートの説明となります。 

● WAN/LAN ： LAN または WAN と表示されます。 

● Tag ： Tagging する場合にチェックを入れてください。 

● VID  ： VID を指定してください。 

● CFI ： CFI(Canonical Format Indicator)を有効にする場合にチ

ェックを入れてください。 
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8.6 有線 LANポート設定 

各有線 LAN ポートの通信レート設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ネットワーク設定〕→〔有線 LAN ポート設定〕を選択します。 

 
 

● 有線 LAN ポート ： LAN1～4、WAN ポートを表示しています。 

● 通信レート  ： 各ポートの通信レートを選択します。 

・Auto ： 自動的に通信レートを識別します。 

   ・10Base-Half-duplex ： 10Base 半二重通信（固定） 

・10Base-Full-duplex ： 10Base 全二重通信（固定） 

・100Base- Half-duplex ： 100Base 半二重通信（固定） 

・100Base- Full-duplex ： 100Base 全二重通信（固定） 

・1000Base- Full-duplex ： 1000Base 全二重通信（固定） 

● 電源 ： 各ポートの電源「ON」「OFF」を選択します。※ 

● リンク  ： 各ポートのリンク状態を表示します。 

● 速度  ： 各ポートの通信レートを表示します。 

 

 

 

 

 

  

 
※「OFF」設定のポートは通信することができません。LAN ケーブルを接続しても LED は消灯状態です。 

  LAN1 は「OFF」にすることができません。 
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8.1 URLリダイレクト設定 

各ブリッジの URL リダイレクト設定を行います。 

接続端末がインターネットへアクセスする際に、指定した URL へリダイレクトさせる機能です。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ネットワーク設定〕→〔URL リダイレクト設定〕を選択します。 

 
 

● 有効／無効 ： 各ブリッジに対する URL リダイレクト機能の有効／無効

を設定します。 

● リダイレクト URL ： リダイレクト先の URL を設定します。 

● 有効時間 ： 再リダイレクトまでの時間を設定します。 

● ホワイトリスト ： リダイレクト対象外の端末の MAC アドレスを登録しま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

 
※ 使用するブラウザやアプリによってはリダイレクトすることなくインターネットへアクセスするこ

とがあります。 

※ https サイトや特定のリンクをクリックしてもリダイレクトされないケースがあります。 
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8.1 DDNS設定 

Dynamic DNS(DDNS)の設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ネットワーク設定〕→〔DDNS 設定〕を選択します。 

 
 

● 有効／無効 ： DDNS 機能を有効にします。 

● アクセス URL ： DDNSサービスの IPアドレス更新時にアクセスするURL

を設定します。 

● 通知間隔［分］ ： 再通知までの時間を設定します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ DDNS サービスによっては利用できません。 

※ アクセス URL については、利用する DDNS サービスへお問い合わせください。 

※ https を利用した更新には対応していません。 
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9 詳細設定 － ファイアウォール設定 

本機のファイアウォールの設定を行います。 

9.1 MACフィルタリング設定 

特定の MAC アドレスからのインターネット接続を禁止するための、MAC（アドレス）フィルタリング 

設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ファイアウォール設定〕→〔MAC フィルタリング設定〕を選

択します。 

 
 

● MACアドレスフィルタリング

を有効にする 

： MAC フィルタリングを有効にする場合にチェックを入れて下

さい。 

● MAC アドレス ： 通信を禁止する MAC アドレスを設定します。 

● コメント ： 登録する MAC アドレスに関する情報を設定します。（任意） 

 

  MAC アドレス、コメント入力後、「リストへ登録・設定保存」ボタンをクリックすると、「MAC フィ

ルタリング登録リスト」へ登録されます。 
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9.2 URLフィルタリング設定 

特定の URL またはキーワードを含むサイトへの接続を拒否するため、URL フィルタリング設定を行い

ます。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ファイアウォール設定〕→〔URL フィルタリング設定〕を選

択します。 

 
 

● URL アドレスフィルタリング

を有効にする 

： MAC フィルタリングを有効にする場合にチェックを入れ

て下さい。 

● URL キーワード ： 拒否するキーワードを設定します。 

 

URL キーワードの入力後、「リストへの登録・設定保存」ボタンをクリックすると、「URL フィルタリ

ング登録リスト」へ登録されます。 

 
 

URL キーワードを削除する場合は、削除対象の〔選択〕にチェックを入れ、「選択したエントリを削除」

をクリックします。確認画面で「OK」をクリックすると削除されます。 
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9.3 ルーター宛フィルタリング 

本機（ルーター）宛のパケットに対する受信パケットフィルタリングを行います。 

対象となる受信インタフェースを下記①～③になります。 

 
 

. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

LAN 側 インターネット側 

インターネット 

① ②、③ 

① LAN+無線 LAN   

② PPPoE   

③ WAN 

 
注意事項 

フィルタリングリストに登録されていないパケットについては、LAN 側から本機宛への通信は通過、インター

ネット側（WANを含む）から本機宛への通信は破棄となっています。 
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左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ファイアウォール設定〕→〔ルーター宛フィルタリング設定〕

を選択します。 

 
 

 

● 処理 ： 「破棄」か「許可」を選択します。  

● プロトコル ： 「TCP+UDP」「TCP」「UDP」「ICMP」「GRE」「ESP」「AH」

から選択します。 

 

● 受信（入力）インタフェース ： 「LAN+無線 LAN：ブリッジ 0～3」「PPPoE」「WAN」から選択

します。 

 

● 送信元 IP アドレス 

 

 

： 送信元 IP アドレスを設定します。 

マスク値と組み合わせることにより、範囲指定が可能です。 

（例. 192.168.150.0/24、192.168.150.240/28 等） 

省略した場合、全ての IP アドレスが対象となります。 

 

● 送信先ポート番号 ： 送信先ポート番号を設定します。 

範囲設定する場合「：」で区切ります。（例. 20:21、100:110 等） 

プロトコルで「ICMP」を選択し、送信先ポート番号を空欄にし

た場合、Type8（Ping）が対象となります。 

 

● コメント 

 

： 登録するエントリに関する情報を設定します。（任意）  
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処理「選択」、プロトコル「選択」、受信（入力）インタフェース「選択」、送信元 IP アドレス、送信先

ポート番号、コメント入力後、「リストの先頭に登録・設定保存」又は「リストの最後に登録・設定保存」

ボタンをクリックすると、〔ルーター宛フィルタリング登録リスト〕へ登録されます。 

 
登録リストは「上から順に」処理されます。 

登録（追加）したエントリの位置によっては、処理されない場合もありますので、必要に応じてエント

リ右横の「↑」「↓」でエントリの位置を移動して下さい。 

 
登録したエントリを削除したい場合は、該当のエントリの「削除」ボタンをクリックして下さい。 

 
  

エントリが先頭の場合 

エントリが最後の場合 

エントリ削除 
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9.4 ルーター通過フィルタリング設定 

本機（ルーター）を通過するパケットに対するフィルタリングを行います。 

対象となる受信・送信インタフェースを下記①～③に示します。 

またルーター通過の方向例を A～C で示します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

LAN 側 インターネット側 

インターネット 

サーバー 

① 

サーバー 

A【受信】LAN+無線 LAN →   【送信】PPPoE 

B【受信】LAN+無線 LAN →   【送信】LAN+無線 LAN 

C【受信】PPPoE     →   【送信】LAN+無線 LAN 

②、③ 

①LAN+無線 LAN 

②PPPoE  

③WAN  

 

A 

B 

C 

 注意事項 

フィルタリングリストに登録されていないパケットについては、LAN 側からインターネット側（WAN を含む）へ

の通信は通過、インターネット側（WANを含む）から LAN側への通信は破棄となっています。 
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左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ファイアウォール設定〕→〔ルーター通過フィルタリング設

定〕を選択します。 

 
● 処理 ： 「破棄」か「許可」を選択します。 

● プロトコル ： 「TCP+UDP」「TCP」「UDP」「ICMP」「GRE」「ESP」「AH」

から選択します。 

● 受信（入力）インタフェース ： 「ALL」「LAN+無線 LAN：ブリッジ 0～3」「PPPoE」「WAN」

から選択します。 

● 送信（出力）インタフェース ： 「ALL」「LAN+無線 LAN：ブリッジ 0～3」「PPPoE」「WAN」

から選択します。 

● 送信元 IP アドレス 

 

 

： 送信元 IP アドレスを設定します。マスク値と組み合わせること

により、範囲指定が可能です。 

（例. 192.168.150.0/24、192.168.150.240/28 等） 

省略した場合、全ての IP アドレスが対象となります。 

● 送信先ポート番号 ： 送信先ポート番号を設定します。 

範囲設定する場合「：」で区切ります。（例. 20:21、100:110 等） 

プロトコルで「ICMP」を選択し、送信先ポート番号を空欄にし

た場合、Type8（Ping）が対象となります。 

● コメント 

 

： 登録するエントリに関する情報を設定します。（任意） 

 

 

 

  



 －69－ 

 

処理「選択」、プロトコル「選択」、受信（入力）インタフェース「選択」、送信（出力）インタフェー

ス「選択」、送信元 IP アドレス、送信先ポート番号、コメント入力後、「リストの先頭に登録・設定保

存」又は「リストの最後に登録・設定保存」ボタンをクリックすると、〔ルーター通過パケットフィルタ

リング登録リスト〕へ登録されます。 

補足：初期値では登録リストにエントリが存在しないため、設定保存のボタンは「リストの先頭に

登録～」又は「リストの最後に登録～」、いずれを選択しても先頭に登録されます。 

エントリを複数登録されている場合は、必要に応じて選択して下さい。 

 
登録リストは「上から順に」処理されます。 

登録（追加）したエントリの位置によっては、処理されない場合もありますので、必要に応じてエント

リ右横の「↑」「↓」でエントリの位置を移動して下さい。 

 
登録したエントリを削除したい場合は、該当のエントリの「削除」ボタンをクリックして下さい。 
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9.5 ポートマッピング設定 

「ポートマッピング設定」では、WAN（インターネット）側から本機の WAN 側 IP アドレス・ポート宛

の接続要求を、LAN 側 IP アドレス・ポートへ転送するための設定を行います。 

 

 
 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔ファイアウォール設定〕→〔ポートマッピング設定〕を選択

します。 

 
補足：ポートマッピング設定を行なっても、WAN-LAN 間フィルタリング設定において、該当する

プロトコル・ポート番号を遮断するエントリを登録した場合、ポートマッピングは機能しま

せん。（WAN-LAN 間フィルタリング設定が優先されます。） 

 

⚫ プロトコル     ：「TCP+UDP」「TCP」「UDP」から選択します。 

⚫ 受信（入力）インタフェース ：「PPPoE」「WAN」から選択します。 

⚫ 送信元 IP アドレス   ：送信元 IP アドレスを設定します。 

        マスク値と組み合わせることにより、範囲指定が可能です。 

        （例．192.168.150.0/24、192.168.150.240/28 等） 

        省略した場合、全ての IP アドレスが対象となります。 

⚫ 送信先ポート番号   ：送信先ポート番号を設定します。 

インターネット 

転送先 IP アドレス 

192.168.150.xxx 

LAN側 インターネット側 

サーバー 

転送先 IP アドレス 

192.168.150.xxx 

転送先ポート番号 

80 

グローバル IP アドレス 

10.254.xxx.yyy 

送信先ポート番号 

8080 

送信元 IP アドレス 

制限無し 



 －71－ 

        範囲指定する場合「：」で区切ります。 

        （例．20:21、1000:1100 等） 

⚫ 転送先 IP アドレス   ：転送先の LAN 側 IP アドレスを設定します。 

⚫ 転送（変換）先ポート番号 ：転送するポート番号を設定します。 

        「送信先ポート番号」と異なるポート番号を設定した場合、 

        本機が本設定欄のポート番号へ変換して、「転送先 IPアドレス」 

        へ転送します。 

⚫ コメント     ：登録するエントリに関する情報を設定します。（任意） 

 

プロトコル（選択）、受信（入力）インタフェース（選択）、送信元 IP アドレス、送信先ポート番号、

転送先 IP アドレス、転送（変換）先ポート番号、コメントの入力後、「リストの先頭に登録・設定保

存」 

 又は「リストの最後に登録・設定保存」ボタンをクリックすると、〔ルーター通過パケットフィルタリ

ング登録リスト〕へ登録されます。 

補足：初期値では登録リストにエントリが存在しないため、設定保存のボタンは「リストの先頭に

登録～」又は「リストの最後に登録～」、いずれを選択しても先頭に登録されます。 

エントリを複数登録されている場合は、必要に応じて選択し登録して下さい。 

 
 

登録リストは「上から順に」処理されます。 

必要に応じてエントリ右横の「↑」「↓」でエントリの位置を移動して下さい。 
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10 詳細設定 － マネージメント 

本機のマネージメント（各種管理設定）を行います。 

10.1 パケット送受信量 統計 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔マネージメント〕→〔パケット送受信量 統計〕を選択します。 

 
無線 LAN、有線 LAN のパケット送受信量を表示します。 

更新する際は、「再読み込み」をクリックします。 
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10.2 システムモニタ 

本機のシステム情報を監視します。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔マネージメント〕→〔システムモニタ〕を選択 

します。 

 
 

● システム監視を有効にする ： システム情報の監視を有効にする場合にチェックを入れてく

ださい。 

● 1 分毎の CPU ロードアベレージ ： 1 分毎の CPU ロードアベレージの履歴を表示します。 

● 1 分毎のメモリ使用率 ： 1 分毎のメモリ使用率の履歴を表示します。 

● 1 分毎の NAPT セッション数 ： 1 分毎の NAPT セッション数の履歴を表示します。 

● 1 分毎の WAN 受信量  1 分毎の WAN 受信量の履歴を表示します。 

● 1 分毎の WAN 送信量  1 分毎の WAN 送信量の履歴を表示します。 
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10.3 時刻情報設定 

本機の時刻情報の設定とタイマー再起動の設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔マネージメント〕→〔時刻情報・タイマー再起動〕を選択 

します。 

 
● 現在の時刻 ： 本機が保持している時刻情報を表示します。 

● タイムゾーン ： 工場出荷値で（GMT+09：00）Osaka,Sapporo,Tokyo が選択

されています。（通常、変更する必要はありません。） 

● NTP クライアントを有効にする ： NTP のクライアントを有効にする場合にチェックを入れて

下さい。 

● NTP サーバー ： 参照する NTP サーバーを選択するか、NTP サーバーのアド

レスを選択します。 
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10.4 定期再起動時刻設定 

本機のスケジュール再起動の設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔マネージメント〕→〔定期再起動設定〕を選択します。 

 
● 定期再起動を有効にする ： ローカル再起動を有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

● 曜日 ： 「毎日」「月曜」～「日曜」から選択します。 

● 時 ： 「00」～「23」から選択します。（1 時間間隔） 

● 分 ： 「00」～「50」から選択します。（10 分間隔） 
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10.5 DoS検知設定 

WAN（インターネット）側からの DoS 攻撃の検知の設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔マネージメント〕→〔DoS 検知設定〕を選択します。 

 
● DoS 検知を有効にする ： DoS 検知を有効にする場合にチェックを入れます。 

● Whole System Flood:SYN 

  ~Per-Source IP Flood:ICMP: 

： 検知対象とする通信にチェックを要れ、「しきい値」（パ

ケット/秒）を入力します。 

● TCP/UDP PortScan ： チェックを入れた場合、「感度」を選択します。 

● 発信元 IP ブロッキングを有効に

する 

： 有効にする場合はチェックを入れ、ブロック時間（秒）

を入力します。 
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10.6 ネットワークユーティリティ 

本機から ping や arp 等のコマンドを実行します。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔マネージメント〕→〔ネットワークユーティリティ実行〕を

選択します。 

 
実行するコマンドを各コマンド欄に入力した後、「実行」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

  

 arp コマンドおよび route コマンドは、コマンド内容を指定できません。 

コマンドによっては応答に時間がかかるものがあります。応答があるまで他のWebUI の操作はできません。 
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10.7 システムログ 

本機のシステムログを GUI に表示、または LAN 側・WAN 側へ向けて送信するための設定を行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔マネージメント〕→〔システムログ〕を選択します。 

 
● システムログを有効にする ： システムログを有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

● 全ての情報 ： 本機が出力し得る全てのログを出力します。 

● 無線 LAN ： 無線 LAN に関するログを出力します。 

● DoS 検知 ： DoS 検知に関するログを出力します。 

●リモートログを有効にする 

 

： LAN 内の PC 等にログを出力する場合、チェックを入れます。 

（リモートログを有効にした場合、GUI 画面内にログは表示さ

れません。） 

● ログ受信 IP アドレス ： 本機のログを受信する PC 等の IP アドレスを入力します。 

● USB メモリ ： USB メモリの装着状態を表示します。※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① USB メモリに fgnlog ディレクトリを

作成します。 

②USB が正常に認識されると〔装着状態（ログ出力 

可能）〕が表示されます。 

 取り外すときは「USB メモリ取り外し」ボタンを 

 クリックしてから外します。 

 

 

※USB メモリは VFAT でフォーマットされている必要があります。 

USB メモリでログを取得する場合は、本機に装着する前に USB メモリのルートディレクトリに 

fgnlog ディレクトリを作成する必要があります。 
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10.8 USBメモリ 

USB メモリの保存内容を確認します。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔マネージメント〕→〔USB メモリ〕を選択します。 

 

 
 

USB メモリ装着時、認識されたデバイス名が表示されます。デバイス名をクリックすると fgnlog ディ

レクトリを確認することができます。 

通常は「sda1」と表示されます。※ 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

※正常に認識されない場合、「sda1」以外のデバイス名が表示される場合があります。 
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10.9 ファームウェアバージョンアップ 

本機のファームウェアバージョンアップを行います。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔マネージメント〕→〔ファームウェアバージョンアップ〕を

選択します。 

 
● 現在のバージョン ： 動作中のファームウェアバージョンを表示します。 

● ファイル選択 ： 対象のファームウェアを選択することができます。 

  ・ファイルを選択 ： 「ファイルを選択」をクリックすると設定ファイルを選択す

ることができます。 

  ・手動バージョンアップ開始 ： 「手動バージョンアップ開始」をクリックすると選択したフ

ァームウェアを本機に反映することができます。 

 

 

 

 

  

 
注意事項 

バージョンアップ中に本機の電源を切ったりケーブルを抜いたりしないで下さい。 

また、手動バージョンアップは必ず有線 LAN から行って下さい。 
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10.10 設定保存・読み込み 

本機の設定をファイルに保存する・ファイルから設定を読み込む、あるいは、設定を工場出荷値に戻す

ことができます。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔マネージメント〕→〔設定保存・読み込み〕を選択します。 

 
● 設定をファイルに保存 ： 「保存」ボタンをクリックすると、現在の本機の設定ファイル

を保存することができます。 

● 設定をファイルから読み込む ： 選択した設定ファイルを読み込むことができます。 

   ・参照 ： 「参照」をクリックすると設定ファイルを選択することができ

ます。 

   ・読込 ： 「読込」をクリックすると選択したファイルを読込むことがで

きます。 

● 設定を工場出荷値に戻す ： 「実行」ボタンをクリックすると、本機の設定が全て工場集荷

値に戻ります。※ 

（「実行」ボタンをクリックした直後に再起動が行われます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※工場出荷値については「12.2 初期値一覧（96 ページ）」を参照下さい。 
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10.11 ルータアクセス権限設定 

一般ユーザの設定画面へのアクセス権限を設定します。 

 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔マネージメント〕→〔ルータアクセス権限設定〕を選択 

します。 
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10.12 ユーザー・パスワード設定 

本機の GUI へログオンする際のユーザー名（ユーザーID）、パスワードを設定します。 

左のメニューリストから〔詳細設定〕→〔マネージメント〕→〔ユーザー・パスワード設定〕を選択 

します。 

 
管理者設定のユーザー名、パスワードを設定して「設定保存」ボタンをクリックします。 

（「設定保存」ボタンをクリックした直後に再起動が行われます。） 

または、一般ユーザー設定のユーザー名、パスワードを設定して「設定保存」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
注意事項 

 管理者設定のユーザー名、パスワードを空欄のまま「設定保存」ボタンをクリックする

と、ユーザー名、パスワードによる保護が無効になります。 

 一般ユーザー設定ののユーザー名、パスワードを空欄のまま「設定保存」ボタンをクリ

ックすると、一般ユーザーが無効となります。 
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11 再起動とログアウト 

● 再起動 

左のメニューリストから〔再起動〕を選択します。 

本機の再起動を行います。「再起動」ボタンをクリックすると、本機が再起動します。 

 
 

● ログアウト 

左のメニューリストから〔ログアウト〕を選択します。 

「ログアウト」ボタンをクリックすると、ユーザー名とパスワードの入力画面が表示されます。 

 

 
ユーザー名とパスワード入力画面が表示された時点で、ログアウトが完了しています。 
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12 付録  

12.1 設定例集 

 設定例 － ブリッジ設定 

■ 実現したいこと 

・社内と来客用で Wi-Fi を使用する。 

・Wi-Fi の SSID は社内用と来客用とで分けて使用する。 

・社内用と来客用の端末間の通信はできないようにする。 

 
■ 設定内容 

項目 SSID インタフェース グループ 

社内用  ・LAN ブリッジ 0 

社内用 Office（RootSSID） 
・WLAN0 

・WLAN1 
ブリッジ 0 

来客用 Guest（マルチ SSID1） 
・WLAN0_VAP0 

・WLAN1_VAP0 
ブリッジ 0 

 

 

 

 

 

 

■ 設定方法 

● ブリッジ設定の項目で以下設定を入れます。 

① 来客用インタフェース（WLAN0_VAP0、WLAN1_VAP0）の分離にチェックを入れます。 

② 「設定保存」ボタンをクリックし、再起動を実行したら完了になります。 

ブリッジ 0 

 

【インタフェース】 LAN 

 

ブリッジ 0 

 

 

【インタフェース】  

WLAN0_VAP0、WLAN1_VAP0 

【SSID名】 Guest 

 

【インタフェース】 

WLAN0、WLAN1  

【SSID名】 Office 

 

ブリッジ 0 

 

インタフェース（LAN）と

（WLAN0、WLAN1）間の

通信は不可 

イ ン タフ ェース （ WLAN0_VAP0 、

WLAN1_VAP0）と（LAN）間の通信は

不可 

イ ン タ フ ェ ー ス （ WLAN0_VAP0 、

WLAN1_VAP0）と（WLAN0、WLAN1）

間の通信は不可 

 注意事項 

クライアント間通信遮断を「有効」にしている場合は、無線クライアント間通信は遮断されます。 

詳細は「7.1.3 拡張設定（31 ページ）」、「7.2.3拡張設定 43（ページ）」を参照下さい。 

 

図 1 
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 －87－ 

 

 設定例 － ルーター宛フィルタリング設定 

■ 実現したいこと 

・ローカルエリア内の端末からルーター宛の通信に制限を設ける。 

・管理者用の PC 以外はルーターへのアクセスを出来ないようにする。 

・ネットワークは分割せず、一つのネットワーク帯の中で対応する。 

・管理者の IP アドレスは 192.168.150.2～29 で使用する。 

・管理者以外の接続端末は DHCP 機能でプライベート IP アドレスを付与する。 

・DHCP の範囲は 192.168.150.30～254 で付与する。 

 

 
■ 設定内容 

処理 プロトコル 
受信（入力） 

インタフェース 

送信元 

IP アドレス 

送信先 

ポート番号 

破棄 TCP 
・LAN＋無線 LAN 

（全てブリッジ 0） 

192.168.150.30～ 

192.168.150.254 
80 

許可 TCP 
・LAN＋無線 LAN 

（全てブリッジ 0） 

192.168.150.2～ 

192.168.150.29 
80 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2 

192.168.150.30 

~ 192.168.150.254 

192.168.150.2 

~ 192.168.150.29 

LAN 側 

【受信（入力）インタフェース】 

LAN+無線 LAN 

【送信先ポート番号】 

80 番ポート 



 －88－ 

 

■ 設定方法 

● ルーター宛フィルタリング設定の項目で以下設定を入れます。 

① 送信元 IP アドレス 192.168.150.0～192.168.150.255 の「破棄」を設定します。以下の内容を入

力し「リストの先頭に登録・設定保存」をクリックします。 

項目 処理 プロトコル インタフェース 送信元 IP 送信先ポート 

設定内容 破棄 TCP 
LAN＋無線 LAN： 

ブリッジ 0 
192.168.150.0/24 80 

 
② 送信元 IP アドレス 192.168.150.30～192.168.150.31 の「破棄」設定します。以下の内容を入力

し「リストの先頭に登録・設定保存」をクリックします。 

項目 処理 プロトコル インタフェース 送信元 IP 送信先ポート 

設定内容 許可 TCP 
LAN＋無線 LAN： 

ブリッジ 0 
192.168.150.0/27 80 

 
 

③ 送信元 IP アドレス 192.168.150.30～192.168.150.31 の「破棄」設定します。以下の内容を入力

し 「リストの先頭に登録・設定保存」をクリックします。 
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項目 処理 プロトコル インタフェース 送信元 IP 送信先ポート 

設定内容 破棄 TCP 
LAN＋無線 LAN： 

ブリッジ 0 
192.168.150.30/31 80 

 
 

 

 

 

 

 

  

 注意事項 

エントリの順序が異なると指定の動作ができない場合がありますので、必ず正しい順序にて登録して 

下さい。詳細は「9.3 ルーター宛フィルタリング（64 ページ）」を参照下さい。 



 －90－ 

 設定例 － ルーター通過フィルタリング設定 

■ 実現したいこと 

・LAN 側から外部 FTP サーバーへの通信に制限を設ける。 

・IP アドレス（192.168.150.128～255）からの外部 FTP サーバーへの通信に制限を設ける。 

・制限対象外の IP アドレスについては外部 FTP サーバーへの接続ができるようにする。 

・ネットワークは分割せず、一つのネットワーク帯の中で対応する。 

・本機（ルーター）内の全てのインタフェースにおいて制限を適用する。 

 
■ 設定内容 

処理 プロトコル 
受信（入力） 

インタフェース 

送信（出力） 

インタフェース 

送信元 

IP アドレス 

送信先 

ポート番号 

破棄 TCP ALL PPPoE 192.168.150.128/25 21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

FTP サーバー 

インターネット 

図 3 

待ち受けポート 

21 番 

192.168.150.2 

~ 192.168.150.127 

192.168.150.128 

~ 192.168.150.255 

【送信（出力）インタフェース】 

・PPPoE 

【受信（入力）インタフェース】 

・ALL 
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■ 設定方法 

● ルーター通過フィルタリング設定の項目で以下設定を入れます。 

① 送信元 IP アドレス 192.168.150.128～192.168.150.255 の外部 FTP サーバー宛接続について「破

棄」設定をします。以下の内容を入力し「リストの先頭に登録・設定保存」をクリックします。 

項目 処理 プロトコル 
受信（入力） 

インタフェース 

送信（出力） 

インタフェース 

送信元 

IP アドレス 

送信先 

ポート番号 

設定内容 破棄 TCP ALL PPPoE 192.168.150.128/25 21 

 
 

 

  



 －92－ 

 

 設定例 － ポートマッピング設定 

■ 実現したいこと 

・インターネット側から WEB カメラへ接続できるようにする。 

・アクセス元の IP アドレス範囲については制限をもたせないようにする。 

 
■ 設定内容 

設定項目 設定内容 

WEB カメラの IP アドレス 192.168.150.10 ※ 

 

 

 

 

  

インターネット 

転送先 IP アドレス 

192.168.150.10 

LAN側 インターネット側 

WEB カメラ 

転送先ポート番号 

80 

グローバル IP アドレス 

10.254.xxx.yyy 

送信先ポート番号 

8080 

図 4 

送信元 IP アドレス 

制限無し 

転送先 IP アドレス 

192.168.150.10 

 ※プライベート IP アドレスは DHCP 範囲外の固定 IP アドレスにて設定下さい。 
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■ 設定方法 

● ポートマッピング設定の項目で以下設定を入れます。 

① 以下の内容を入力し「リストの先頭に登録・設定保存」をクリックします。 

② 再起動を行い完了したら、設定は終了となります。 

項目 

 
プロトコル 

受信（入力） 

インタフェース 

送信元 

IP アドレス 

送信先 

ポート番号 

転送先 

IP アドレス 

転送（変換） 

先ポート番号 

設定内容 TCP PPPoE 0.0.0.0/0 8080 192.168.150.10 80 
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 設定例 － VLAN設定 

■ 実現したいこと 

・社内と来客用で Wi-Fi を使用する。 

・Wi-Fi の SSID は社内用と来客用とで分けて使用する。 

・社内用と来客用の端末間の通信はできないようにする。 

 
 

■ 設定内容 

 

項目 SSID インタフェース VID 

社内用  ・LAN1-4 10 

社内用 Office（RootSSID） 
・WLAN0 

・WLAN1 
10 

来客用 Guest（マルチ SSID1） 
・WLAN0_VAP0 

・WLAN1_VAP0 
20 

 

  

【インタフェース】 LAN1-4 

 

VLAN10 

 

VALN20 

 

 

【インタフェース】  

WLAN0_VAP0、WLAN1_VAP0 

【SSID名】 Guest 

 

【インタフェース】 

WLAN0、WLAN1  

【SSID名】 Office 

 

VALN10 

 

インタフェース（LAN）と

（WLAN0、WLAN1）間の

通信は不可 

イ ン タフ ェース （ WLAN0_VAP0 、

WLAN1_VAP0）と（LAN）間の通信は

不可 

イ ン タ フ ェ ー ス （ WLAN0_VAP0 、

WLAN1_VAP0）と（WLAN0、WLAN1）

間の通信は不可 

図 5 
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■ 設定方法 

● VLAN 設定の項目で以下設定を入れます。 

① VLAN 機能を有効にします。 

② 有線 LAN ポート 1～4 および無線 LAN1 ルート SSID、無線 LAN2 ルート SSID の VLAN 機能

を有効にし、VID に 10 を設定します。 

③ 無線 LAN1 マルチ SSID1、無線 LAN2 マルチ SSID1 の VLAN 機能を有効にし、VID に 20 を

設定します。 

④ 有線 WAN ポート VLAN 機能を有効にし、VID に 1 設定します。 
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12.2 初期値一覧 

下記に各機能の初期値一覧を示します。 

項目 初期値 

WebUI ログイン 

管理者ユーザー名 admin 

管理者パスワード passwd 

一般ユーザー名 なし（無効） 

一般ユーザーパスワード なし（無効） 

無線 LAN 設定 （2.4GHz/5GHz） 

無線 LAN 機能 有効 

周波数 
IEEE802.11b/g/n  （2.4GHz） 

IEEE802.11a/n/ac （5GHｚ） 

802.11n チャンネル幅 20MHｚ（2.4G/5GHz） 

チャンネル番号 Auto 

帯域（伝送速度） Auto 

RootSSID 

有効  

SSID（5GHz）：FGN1000_5G 

SSID（2.4GHz）：FGN1000_2.4G 

ブロードキャスト SSID：有効 

セキュリティ設定：無効 

マルチ SSID1 無効 

マルチ SSID2 無効 

マルチ SSID3 無効 

マルチ SSID4 無効 

フラグメントしきい値 2346 

RTS しきい値 2347 

ビーコン間隔 100ms 

クライアント間通信遮断 有効 

IAPP 有効 

プロテクション 無効 

Aggregation 有効 

Short GI 有効 

RF 送信出力 100% 

無線 LAN アクセス制御モード 無効 

スケジュール設定 無効 

LAN 設定 

LAN IP アドレス 192.168.150.1 

ネットマスク 255.255.255.0 

DHCP サーバー機能 有効 

付与 IP アドレス範囲 
先頭：192.168.150.30 

終了：192.168.150.254 

リース期限 480 分 

ドメイン名 空欄 

802.1d Spanning Tree 無効 

 WAN 設定 

WAN 側接続モード DHCP クライアント 

MTU 1492 

UPnP 機能 有効 

IGMP Proxy 機能 無効 
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項目 初期値 

IPsec パススルー機能 有効 

PPTP パススルー機能 有効 

L2TP パススルー機能 有効 

IPv6 パススルー機能 無効 

 ブリッジ設定 

所属グループ ブリッジ 0 

分離 無効 

 VLAN 設定 

VLAN 機能 無効 

有線 LAN ポート設定 

通信レート Auto 

ポート電源 ON 

URL リダイレクト設定 

URL リダイレクト機能 無効 

ファイアウォール設定 

MAC フィルタリング設定 無効 

URL フィルタリング 無効 

 マネージメント 

システムモニタ 無効 

3G/LTE 電波強度 無効 

NTP クライアント機能 有効 

NTP サーバー ntp1.jst.mfeed.ad.jp 

定期再起動 無効 

DoS 検知機能 無効 

システムログ機能 無効 

ルータアクセス権限 アクセス可 

 

 


